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地域包括ケアシステムとは 
 

地域包括ケアシステム 
高齢者が要介護状態となっても住み慣れた地域に暮らし続けることができるよう、日常生活圏内において、医
療・介護・予防・住まい・生活支援を包括的に提供する体制・仕組み。 
団塊の世代が75歳を迎える2025年を目処に、地域の特性に合わせて自治体（市町村）が構築するよう厚
労省が提唱。 
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介護が必要な人 

在宅ケアが必要な人 

検査が必要な人 

お薬が必要な人 

医療が必要な人 
 

住民医療 
情報DB 

高齢者 
基本情報 

自治体 

地域包括ｹｱｾﾝﾀｰ   
居宅介護支援事業所 

(ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成)  

在宅医療実施 
診療所 

介護保険施設 

訪問看護・介護 

薬局 

歯科診療所 

有料ホーム 
サ高住 

グループホーム 

中核病院 
 検査センター 

保健所 
保健センター 

予防が必要な人 

電子お薬手帳 
システム 

地域医療 

LifeMark- 
WINCARE 

地域住民 

救急告示病院 
 

医療・介
護・生活 
情報 

ドクターヘリ・ 
防災ヘリ 救急搬送 

疾病管理 
システム 

ドラッグストア 

市内公共施設 

生活支援 
情報 

民生委員 

配食 
サービス 

見守り 
サービス 

移送 
サービス 

相談 
サービス 

買い物 
サービス 

社会参加 
サービス 

健康安心手帳 
システム 

日常生活支援 
サービスの提供 

介護・福祉 
サービスの提供 

医療サービス 
の提供 

通所介護事業所 

民間連携 
生活支援 

救急支援システム 

介護事業 

診療所 

電子ｶﾙﾃ 
(LifeMark-HX) 

電子ｶﾙﾃ 
(EGMAIN-LX) 

在宅介護支援ｾﾝﾀｰ 

電子ｶﾙﾃ 
(LifeMark-SX) 

・国保システム 
・介護システム 
・福祉システム 
・保健システム 

地域包括ケアSNS 

MCWELｼﾘｰｽﾞ 

福祉総合窓口 

ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（仮） 

居住者あんしん 
見守りサービス 

バイタル 
健康情報 

地域包括ケアを支えるプラットフォームの構築 
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K-MIX+地域医療ネットワーク
連携のご紹介 
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 法人内病院間や連携医療機関、介護施設を地域医療ネットワーク『K-MIX+』にて 
  接続することにより、診療情報・患者情報・健診情報・介護情報などの連携が可能になります。 

診療所 

病院 

調剤薬局 

居宅介護支援事業所 

訪問介護 

訪問看護ＳＴ 

かかりつけ医 

看護師 

ヘルパー 

ケアマネージャー 

薬剤師 

医師 

入院時の診療情報の提供 
入院前後の医療・介護情報の参照 

日々の診察情報の提供 
入院時の診療情報の参照 

バイタルデータの提供 
診療、経過の確認 

ケア記録の提供 
診療、経過の確認 ケア方針の共有 

診療、経過の確認 

処方情報の確認 

医師 

地域医療ネットワークにより円滑な情報の共有と活用を実現 

K-MIX+地域医療ネットワーク連携 

K-MIX+ 
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K-MIX+ 
IPSecVPN 

[SS-MIX] 
GW 
機能 

【診療所】 【他医療 
機関】 

電子カルテサーバ 画像サーバ 

Ｖ 

カルテ情報(SX) 

症状・所見 処置・処方 

検歴 

書状 

サマリ 

病歴 

投薬歴 

画像 

Ｖ 

高セキュアメール 

地域連携パス 

患者メモ 

紹介状/返書の作成/参照 

オンライン予約取得(再診/検査) 
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・LifeMark-SX 

K-MIX+連携を活用した、HOPE LifeMark-SX・WINCARE導入施設と他医療機関連携イメージ 

「相互に」「リアルタイムに」情報連携！ 

K-MIX+地域医療ネットワーク連携 

IPSecVPN 

【介護施設】 
・LifeMark-WINCARE 

Ｖ 

介護情報(WINCARE) 

ケアプラン 介護記録 

訪看記録書 

看護介護サマリ 

看護報告書 
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多職種連携ソリューションのご紹介 
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医師 

理学療法士 

看護師 ケアマ 
ネージャー 

薬剤師 

管理栄養士 

介護士 

専門性の異なる様々な職種が参加する在宅医療・介護の現場において、患者様により質の高い医療・介  
護サービスを提供するために、多職種間のスムーズな情報連携は必要不可欠です。「地域包括ケアSNS」は
在宅医療・介護従事者のコミュニケーションをサポートします。 

チーム連携 

マルチメディア 
対応 

相互 
スキルアップ 

方針共有 

コミュニケーション 
活性化 

多職種連携 
「地域包括ケアSNS」とは 
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患者中心の情報共有  ～タイムライン、画像、動画添付機能～ 

「タイムライン」画面（iPad版） 「タイムライン」画面（iPhone版） 

タイムライン上で時系列の関連を確認しながらメッセージの閲覧が可能。 
テンプレートを使用したメッセージの標準化、写真・動画など客観的なデータ添付することで、より的確に情報を伝達。 

写真や動画 
の添付 

テンプレート利用により 
メッセージを標準化 

多職種のメッセージを 
時系列に閲覧 

簡単な描画機能 
による編集も可能 

多職種連携 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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介護事業者支援システム
「LifeMark-WINCARE」のご紹介 
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緊急時など、 
訪問先で記録が 
確認できない 

法人で複数ｻｰﾋﾞｽ
を抱えているけど
情報共有できない 

WINCAREで 
働き方変革へ！ 

介護スタッフの悩み 

Before After 
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コンセプト 
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タブレット 
活用 

いつでも・どこでも 
記録確認・作成 

蓄積データ 
共有 

記録データ共有で 
サービス質UP 

 

Data 
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コンセプト 
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タブレット 
活用 

いつでも・どこでも 
記録確認・作成 

蓄積データ 
共有 

記録データ共有で 
サービス質UP 

 

Data 
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多彩なサービスラインナップをご提供 
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訪問 
／ 
居宅 

  訪問看護 

  訪問介護 

  定期巡回・随時対応型 

  訪問リハビリ 

  通所介護 

  通所リハビリ 

  特定施設入居者生活介護 

  介護保険施設（特養／老健／療養） 

  グループホーム 

通所 

施設 
／ 
居住   サービス付き高齢者向け住宅 

  居宅介護支援 

14 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現場完結型にこだわったタブレットソリューションを多彩なラインナップで・・・



訪問系タブレットでいつでも記録確認・作成が可能 
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 過去記録 
 

 一覧確認 

 褥瘡などの 
 

 写真・動画 

事業所のシステムへ再入力 

システムへの再入力 必要なし 
After 

Before 

事業所 訪問先 

利用者様 

紙記録 
(原本) 

紙記録 
(写し) 

再入力 

スタッフ 
持帰る 

スタッフ様 

訪問先 事業所 

スタッフ 

再入力 

リアルタイムに更新（※実績が自動算定） 

 

記録 

利用者様 

15 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去記録いつでもどこでも定型文で簡単記録褥瘡や歩行訓練などを写真・動画で登録



居宅支援タブレットでいつでも提供票作成が可能 
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 提供票 
 

 修正・印刷 

スケジュール渡しのためだけに訪問・・・ 

１回の訪問でスケジュール渡しまで！ 
After 

訪問先（１回目） 

ケアマネ 

Before 

訪問先 

利用者 

ケアマネ 利用者 

訪問先（２回目） 

利用者 

モバイルプリンタ 

印刷 

お渡し 

調整！ 

お渡し 

ケアマネ 

事務所で印刷 スケジュール 
の話し合い 

16 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去記録いつでもどこでも定型文で簡単記録褥瘡や歩行訓練などを写真・動画で登録



施設・通所タブレットで抜け漏れのないサービスが可能 
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利用者の現状把握が煩雑 

抜け漏れのない介護サービスの提供 

スタッフ 

After 

事業所 

スタッフ 

重要事項を 
漏れなく 
チェック！ 

Before 

口頭伝達 パソコン  

紙記録 
 

紙記録 

申し送りやバイタル異常、通院予定などの情報が 
複数媒体で管理され、対応が煩雑になることも・・・ 

事業所 

利用者 

安心・安全な 
サービス 

 申し送り、 
 

 ﾊﾞｲﾀﾙ異常者 
 

 1画面で確認 
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コンセプト 
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タブレット 
活用 

いつでも・どこでも 
記録確認・作成 

蓄積データ 
共有 

記録データ共有で 
サービス質UP 

 

Data 
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法人内の複数サービスで登録した記録を一覧で確認 
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 時系列で 
 記録確認 

19 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば、法人内で通所介護と訪問介護を経営されている場合、訪問介護後の通所介護でお腹が痛いという利用者に対し、訪問介護で何を食べたのか？冷たいものはないか？などの確認が可能もちろん、タブレットから登録した写真、動画含めて参照できます。



法人内スタッフでスムーズな申し送り 
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 法人内のスタッフ 
 で申し送り 
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診療所向け電子カルテシステム 
「LifeMark-SX」のご紹介 
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このような悩みを抱えていませんか？ 
利用シーンにて 

問診票 

「患者記入→システム入力」
の二度手間 

端末がある場所に 
毎回戻らないと 
情報がわからない 

端末が中心の運用 

情報が各々の 
発生源に滞留 

今知りたい情報が把握できない 

「仕事場(電子カルテが使える)」 
＝「院内」 

学会参加など他の 
医療機関の交流や 

知識を深める時間がほしい 
小さな事務作業が積み重なって 
仕事が思うように進まない 

休診日でも気になった時 
に自宅でカルテを確認・ 

修正したい 

情報が不足し手書きによる記録 

・過去の診療内容や経過 
が分からないので、 限られた 
情報で判断 
・カルテ記入用に手書き 
メモなど作成 

後で入力 

往診先 

＋ 病院の収益を増やしたい 
＋ 患者サービスを向上させたい 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート




スマート 
デバイス 

WEB 
診療予約 
サービス 

在宅SNS 
K-MIX+ 
連携 
 

業務効率化の実現 患者サービスの向上 地域包括ケアの実現 

業務システムと様々なサービスを融合し、新たな価値を創出します。 

All Right Reserved Copyright FUJITSU LIMITED 2015 

HOPE LifeMark-SX 
電子カルテとつながるサービスを今後も順次拡張し、あらゆる場面で新たな価値を提供していきます。 

コンセプト 
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スマートデバイスによる業務のスマート化を実現 
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■院内での問診入力、看護師のカルテ参照 
 ■検査室でのカルテ参照 

シンプルな操作性 

■端末にキャッシュが残らないの 
 で紛失時のデータ漏えいの 
 心配なし 

堅牢なセキュリティ 

スマートデバイス 

モバイル性を活かした 
新たな利用シーンの拡大 

■１画面１機能の 
   わかりやすい画面構成 
■スワイプ操作でサクサク簡単 
  画面切り替え 

  堅牢なセキュリティで、いつでもリアルタイムにカルテの参照や、症状・経過の入力、オーダの入
力が可能 
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正確な情報をスマートに共有 

院内業務 
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テンプレートの利用により問診入力が可能です。 
検査室、処置室など、どこからでもカルテの参照が可能です。 

診察室 

検査・処置室 

■ 検査・処方内容の確認 
■ 院内処方時のオーダ内容の確認 
■ 院内検査の結果値入力 

待合室 

■ 受付時の問診入力 

スマートデバイス 

受付 

Wi-Fi ルーター 
HOPE LifeMark-SX 

スマートデバイス 

■ 問診の参照 
■ 検査結果の参照 

院内 

25 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ホープクラウドチャートの導入事例としまして、既に長野県の病院様でご採用して頂いておりますので、ご紹介させて頂きます。三輪（みわ）地域のかかりつけ医として活躍されております「北野病院様」でございます。今回の電子カルテの導入目的としまして4点、病院新築に伴うIT活用・部門間や病院様への情報共有・インシデントの防止・職員の業務効率化をご要望として頂いておりました。しかし、電子カルテ導入には電子カルテ導入におけるコスト増加やシステム運用のための専門要員の確保が困難であること等の不安要素もございました。そこで、様々なノウハウを搭載した弊社電子カルテシステムの機能と、コスト面、専門要員が不要である点から最適な提案であるクラウド型電子カルテシステムをご紹介させて頂き、ご導入して頂きました。その結果、質の高い医療サービスのご提供、低コスト、データセンターの専任によるサポートを実現することができ、機能面だけでなく、クラウド型電子カルテシステムによるメリットを非常にご評価頂いております。



電子カルテにタイムリーにアクセス 

院外業務 
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診療所 

HOPE クラウドセンター 

訪問診療先/自宅 

■ 往診・訪問診療先でのカルテ参照、 
     症状経過の入力 
■ 自宅・出張先での緊急時カルテ参照 

認証サーバ 

■ デバイス機体認証に 
 よる堅固なネットワーク 

 セキュリティ 

HOPE LifeMark-SX 

VPNルーター 

スマートデバイス 

訪問診療時に患者様の自宅でカルテの参照、症状経過入力が可能です。 
また、緊急時にも自宅、出張先からカルテの参照が可能です。 
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WEB診療予約サービス 
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患者様がインターネットから簡単に診療予約が可能 
スマートデバイス・PCから気軽に予約 
診療所・病院など複数施設を一元管理 

患者満足度向上 
再診率アップ 

電話応対削減 
スタッフ負荷軽減 

スマートフォン・ＰＣ 
らくらく操作 

通院先を一元管理 
予約確認 

患者サービス 
の向上 いつでも 

予約可能 

患者数平準化 
スムーズな診療 

病院 診療所 患者 
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【1】PC対応 【2】ファイル共有 

【3】プロファイル参照（医療情報対応） 【4】既読管理 

パソコン 
（プレミア） 

タップ 

以下の機能は制限されます 
・ダウンロード 
・カメラ・ビデオ撮影 
・録音 

WEBアプリとして実装 

PC版からPDFをアップロー
ド(退院支援計画書等) 

iPad・iPhoneよりPDF参照 

SXから取得した 
プロファイルを表示 
・ 基本情報 (実装済) 
★アレルギー 
★処方 
★病名 

既読(自動で更新)と了解(ユーザ操作により更新)の
２段階で既読情報を管理（※次頁詳細） 

※画面デザインは予告なく変更する可能性があります。 

セキュアな環境で医療情報連携を強化 ～VPN接続対応～ 

既存連携のプロファイル情報参照に加え、 
病名、処方(直近10件)、アレルギーの 

情報を参照可能 

 地域包括ケアSNS 機能強化 

地域包括ケアＳＮＳ （2017年度提供予定） 
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診療所からのデータ連携機能強化 

2016年度改定で新設された診療情報提供料の「画像・検査情 
報提供加算(30点)」の算定要件を本サービスで低価格で実現 

 
 

診療所Ａ 

 
 

《Before》 

 
 

K-MIX＋ 

《After》 

GW 
機能 

GW 
機能 K-MIX＋ SS-MIX 

 
 

VPNルーター 
 
 

カルテサーバー 
カルテサーバー 

旧システムのK-MIX＋連携 LifeMark-SXのK-MIX＋連携 

K-MIX＋へカルテデータを公開するためにVPNルーター
が必須となる。 

他施設 

 
 

診療所Ａ 他施設 

 
 

GW機能はクラウド上で動作させることでVPNルーターが 
不要になる。 

診療所Ａの
カルテを参照 

診療所Ａの
カルテを参照 
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制度改定に対応した情報連携機能を実現 
院内にVPNルーターを設置しない、低コストなネットワーク構成で、制度改定におい
て算定要件となるK-MIX＋との連携を実現 

旧システムよりさらに情報連携の親和性が向上 
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患者向けサービス      
  LifeMark-コンシェルジュ V1 のご紹介 
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コンセプト 
LifeMark-コンシェルジュ 

検査や受診日 
を忘れてしまう 

受付機 
の行列 

長い 
待ち時間 

通院時の 
患者さんの 
困りごと 

たくさんの 
診察券 

コンセプト 

電子カルテと情報連携し、通院に関わる患者さんの利便性を向上させるスマートフォンアプリケーション 

患者 
利便性 
向上 

 

患者 
満足度 
向上 

 

課題解決 
と 

付加価値 
の提供 

LifeMark- 
  コンシェルジュ 
でスムーズ通院 
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LifeMark-コンシェルジュの機能概要 

データセンタ 医療機関 

富士通のデータセンタを 
介したセキュアな通信 

VPN 

インターネット(SSL/TLS) 
 

無線を検知し 
予約がある場合 
自動で受付を実施 

総合 
受付 待合 帰宅後 部門 

受付 

自動チェックイン 診察順お知らせ 
診察券をスマートフォンに
集約しQRコードで受付 

スマート診察券 予約情報参照 
いつでもどこでも 
スマートフォン上で 
予約情報を確認 

診察順表示システムと 
連動し、どこにいても 

診察順の通知・状況確認が可能 

院内システムと連携し、通院に関わる患者さんの様々なお困りごとを解決することで、満足度の
向上と快適な医療の実現に貢献します。 
 

 
・予約情報を随時確認 

・検査・診察機会損失の防止 
 

・待合に縛られず待つことが可能 
・院内アメニティ施設の活用促進 

・診察券忘れの防止 
・スムーズな部門受付 

・待つことなく受付が可能 
・受付での患者滞留の防止 
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海外事例のご紹介 
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インドネシアでの当社の取り組み 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ここからはインドネシアでの取組みについてご紹介致します。これまでに富士通が日本で積極的に取組んで実現してきた医療連携ネットワークを、どのようにインドネシアに展開し、当国の医療サービス向上に貢献していこうとしているのかご説明いたします。



プロジェクト概要 

 日本の経済産業省及び一般社団法人Medical Excellence JAPANとともに2015年度 
医療技術・サービス拠点化促進事業の代表団体として富士通は活動しております(コンソー
シアム企業：リコー、アライドテレシス)。国立チプト病院(RSCM)内に「地域医療連携ネット
ワーク推進センター」を設立して頂き、システム稼働の立ち上げを支援しております。本推進
センターは、今後のインドネシアにおける連携システム展開の基盤として期待されております。  

 今回のプロジェクトでは、国立チプト病院の診療記録をジャカルタ州立タラカン病院に参照し
ていただき、病病連携強化に役立てていただくことから開始いたします。 

 日本における地域医療ネットワークの専門家である信州大学医学部附属病院の浜野教授
にアドバイザーとしてご参画頂き、地域での運用ルールの策定や医療機関同士の信頼関係
構築など、センターの準備から運用開始に関わるさまざまな協議事項についても御指導を頂
く形を取っております。 

 本プロジェクトのゴール: 
 1)ジャカルタ市内に地域医療連携ネットワーク推進センターを設立 
 2)チプト病院とタラカン病院との実証を通して、医療機関同士をつなぐネットワークシステムの 
  利便性を体感して頂く 
 3)評価と改善プランを元に、今回の事業をモデルケースとして全国に広めていくための課題を 
  抽出 
 4)医療サービスに関わる関係者との協調体制を構築し、より良いネットワーク活用を実現 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度富士通は、経済産業省やMedicalExcellenceJapanとともに２０１５年度　医療技術・サービス拠点化促進事業の「インドネシアにおけるICTを利用した日本式医療連携推進センター設立プロジェクト」に代表団体として参加し活動しております。今回のプロジェクトでは、「地域医療連携ネットワーク推進センター」を国立チプト病院に設立していただき、当国での医療連携ネットワークが普及していくための中心的な役割を担っていただきます。まずは実証事業として国立チプト病院の診療記録をジャカルタ州立タラカン病院から参照していただき、病院同士の連携強化に役立てていただくことから開始いたします。本プロジェクトは、日本における地域医療ネットワークの専門家である、信州大学医学部附属病院の浜野教授にアドバイザーとしてご参画頂き、センターの準備から運用開始に関わるさまざまな対応について御指導を頂いております。システムの導入以上に重要となる、地域での運用ルールの策定や医療機関同士の信頼関係構築などについて、深い知見と経験に基づく助言を頂いております。このプロジェクトの目標は４点あり、①まず、地域医療連携ネットワークの推進センターを設立し、②チプト病院とタラカン病院との実証事業を通してネットワークシステムの利便性を体感していただきます。③次に評価と改善プランを元に、今回の事業がモデルケースとして全国に広げるための課題を検討いたします。④そして医療サービスに関わる関係各位との協調体制を構築しながら、より良いネットワークの構築を実現してまいります。



本プロジェクトの背景 －１ 

医療機関の機能分担と連携システム  
いわゆる国民皆保険制度が2014年から開始され、ＢＰＪＳによって管理、運営されています。
この制度では、初期医療（Primary healthcare）を行う一次医療施設と 紹介を受けて二
次医療を行う施設とに機能分担が図られています。 

医療が必要な患者への医療提供を確保し、医療の質と効率的な医療サービスを確立するため、
この階層化された連携システムは新しい医療提供体制の非常に重要な役割を担っています。 
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Role of each level of healthcare facilities 
 
Primary : providing basic healthcare services 
Secondary : providing specialist healthcare services 
Tertiary : providing sub-specialist healthcare services 

A. Taher, MoH 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご存知のようにインドネシアにおいては、いわゆる国民皆保険制度（Universal healthcare Program）が2014年の1月から施工され、日本の医療政策と同じような医療機関ごとの機能分担と有機的な連携が保険診療のあるべき指針として規定されています。かかりつけ医によるPrimary Careをまず受診し、必要に応じて二次医療機関への紹介を受ける仕組みです。この医療機関同士の機能分担と紹介システムによって、国民が必要時に必要な医療サービスに確実にアクセスすることができ、高品質で効果的な医療サービスを受けられることが期待されています。国立チプト病院や国立がんセンターなど全国で１４のナショナルセンターを筆頭に、機能分化された各医療機関が期待されている機能を発揮することで、できるだけ多くの患者様に対して効率的に医療サービスが提供されることを目指しています。



 必要な考慮 
国民皆保険制度の初期段階において、いくつかの課題が浮き彫りになってきました。 
  医療機関:  
  許容数以上の多数の患者さんが受診を希望。初期症状の患者が正しい紹介ルートを 
  経ずに中核病院に集まってしまい、中核病院に過度な負担と診療コストの増加が発生。 
 
 保健省とBPJS:  
  医療サービスと医療費のバランスを保つ必要性に迫られている。 
 
 患者:  
  必要時にもっと簡単に医療サービスを受診できる仕組みを求めている。 
 
現在、インドネシアが直面している課題は日本でも抱えている問題でもある。 
日本では、ICTネットワークを活用することでいくつかの課題を解決できている。 
とりわけ、医療機関へのアクセス、医療資源の有効活用と地域での医療サービスの質の向上に
ついて改善できつつある。 

FUJITSU  CONFIDENTIAL 

本プロジェクトの背景 －２ 
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しかし国民皆保険の運用開始から約２年が経過し、いくつかの課題が明らかになってきました。ＢＰＪＳと呼ばれる国民健康保険を給付されたことで、病院に通院できる患者数が増加しましたが、その多くがPrimary Careを経ないで地域の中核病院に直接受診を希望し、窓口が新規に受診を希望する患者であふれるという現象も発生しました。これでは、本来期待していた医療機関ごとの機能分担が図れず、効果的な医療サービスの提供が難しくなります。この他にも保健省とBPJSは医療サービスと医療費のバランスを取る必要があるため、機能分担の明確化を目的に病院窓口での患者受け入れの選別も実施し始めましたが、国民はもっと簡単に必要な医療サービスが受けられることを望んでいます。このような課題に対して富士通のICTができることは何かを考えました。実は日本でも同じような課題を経験してきました。少しづつでも患者情報と診療記録が地域で共有されアクセスが容易になれば、病院間での医療資源の有効活用や地域としての医療サービス向上に役立てることができるようになります。富士通はICTによる医療連携ネットワーク基盤を構築し、インドネシアの医療が抱えている課題の解決に引き続き取り組んでまいります。



地域医療ネットワークのコンセプト 
■地域の医療機関同士をつなぐネットワークを構築することにより、地域住民の診療情報（カルテ・画像情報など）と 
 医療資源（人的資源、医療機器）のシームレスな連携が実現し、地域完結型の医療サービスが可能となります。 
 従来は、診療所の医師と、中核病院や高度先進医療機関の医師同士が人的ネットワークを頼りに、患者の紹介や 
 受入れを行なってきましたが、今後はＩＴネットワークが地域医療の連携を支えていく方向に向かうと考えられます。 

調剤薬局 
(閲覧施設) 

地域中核病院 
(情報提供施設) 

電子カルテ 
サーバ 

画像 
サーバ 

診療情報 
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

地域連携 
サーバ 

富
士
通
  
花
子 

フジツウ    
ハナコ 

＜患者紹介＞ 

＜患者紹介＞ 

＜患者受入れ＞ 

退院するときに．．． 

＜患者受入れ＞ 

＜患者紹介＞ 

リハビリが終わると．．． 

＜患者受入れ＞ 

検査や高度な治療が
必要なときに．．． 

回復期医療機関 
(閲覧施設) 

起点 

診療情報の共有 

調剤情報の共有 

診療所 
(閲覧施設) 

診療情報の共有 
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インドネシアの医療が抱えている課題を解決する一つの手段が地域医療ネットワークだと考えています。先ほどもお見せしましたが、地域中核病院の診療記録や画像データが診療所から参照され始めれば、将来的には医療機関同士だけでなく薬局や在宅ケアにおいても診療情報の共有を通じて医療サービスの連携強化が可能となります。また、ビデオ会議システムなどのツールと組合わせることによって、遠隔診療サポートシステム（Tele Medicine）も実現できます。インドネシアは1万以上の島々から構成された島国で、地理的に移動困難な地域も多いと聞いております。地域医療連携ネットワークやTele Medicineの活用によって、医療サービスの地域間格差も徐々に解消されていくことを期待しております。



2015年度のプロジェクト範囲 (フェーズ１) 

Ｎ対Ｎでの医療情報連携ネットワーク 

・Mutually sharing among many hospitals 
・Mutually telemedicine  
・Connecting to related  
  stakeholders (MoH /BPJS) 
 
・Expand RSCM HIE  
  model nationwide 

■ Dep. ICT 
implementation 
■ CPOE implementation 
■ Connect to BPJS 
■ Referral(Paper) 
□ Full EMR imp 

 

□ Sharing medical info using ICT 
□ e-Referral applying 
□ Telemedicine support 
□ Build Center for Management 
□ Secure network establishment 
□ Full EMR imp 

RSCM 

MoH 
 

Jakarta 
Health 
Office 

□ Strengthen network  environment 
□ Socializing referral business flow 
□ Evaluate RSCM HIE model 
 

□ Institute healthcare information exchange protocol  
□ Expand RSCM Center model to other regional 
□ Strengthen network infrastructure for telemedicine 
□ Expand In-hospital ICT to all medical institutes 

  

電子カルテ化 

・Digitization of medical  
 information by 
  Admin 
  CPOE 
  LIS 
  PACS 
  EMR     
・Referral 

RSCM 

１対Ｎでの連携開始 

・Sharing medical info  
  from core hospital 
・e-Referral  
・Telemedicine 
 (Simple)  RSCM 

Tarakan 

□ Strengthen HIS   
 
 
  

今年度のフェーズ１では、国立チプト病院とジャカルタ州立タラカン病院での医療情報連携を実現
致します。この連携ネットワークは、地域の医療提供体制をサポートするために、Ｎ対Ｎでの医療
情報連携に拡がっていくことが期待されています。 

2015 ~ 2016 2016 ~ 2020 2021~ 

□ Management of RSCM  Center for regional health 
     ・ Improvement/ Maintenance of operation/ICT  
□ Expanding RSCM  Center   
     ・Increasing  participants (hospitals and Patients) 
     ・In-hospital ICT enhancement  for increasing  
         shared info. 
 

Scope of Phase 1, FY2015 
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こちらのスライドは今年度のプロジェクトスコープと今後の展開計画となります。今年度の事業をPhase１と位置づけて、国立チプト病院の診療データがタラカン病院から参照できるところまでを実現いたします。診療データの参照に加えて、電子紹介状の適用、遠隔診療のトライアル運用、地域医療連携センターの立上げと運用などを行います。このPhase１の活動を通して現場の課題を把握し、より良いロールモデルに仕上げることができればと考えております。次年度以降では、ジャカルタ市内の他の医療機関からの追加参加を募りながら、他の地域への水平展開にも挑戦していきます。Smart City構想に取り組まれている西ジャワ州のバンドン市や、スラウェシ島のマカッサルなどへの提案も計画しております。



今回構築したネットワークの概要  

Linking  
forward 

国立チプト病院 

EMR  
server Imaging 

server 

Gateway  
Server 

Refer  
back 

ジャカルタ市内
の医療機関 

Linking  
forward 

Refer  
back 

EMR  
server 

Gateway  
Server 

州立タラカン病院 

Imaging 
server 

Gateway  
Server 

EMR  
server 

B
us

in
es

s 
VP

N
 

Datacenter 

 
Regional healthcare 

network cloud platform 

計画中 

富
士
通
  
花
子 

フ
ジ
ツ
ウ
    
ハ
ナ
コ 

将来構想 

地域医療連携ネット
ワーク推進センター 

Sharing info 

Reference  
Memo input 
Referral manage 

△ 

Web  
Conference 
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Phase1のシステム基盤の概要を御説明致します。タラカン病院からチプト病院の患者情報を参照したい場合には、タラカン病院からの参照要求が富士通のデータセンターを経由して国立チプト病院に届きます。この時、国立チプト病院では患者さんの同意の下にあらかじめ公開設定がなされていますので、人手を介さず自動的に参照してもらうことができます。またタラカン病院からは参照時にコメントやメモを追記することもできますし、紹介状などの紙文書もアップロードできますので、双方向での情報共有もある程度は可能です。将来的には、点線で囲まれた部分の対応を進め、タラカン病院の医療情報を公開できるように設定することや、ジャカルタ市内の他の医療機関からの追加参加も増やしていきたいと考えております。ただ、そのためには院内システムをまず構築する必要性や、システムの維持拡張のための予算措置なども必要となりますので、できるところから少しづつ拡張して行ければと考えております。



地域医療連携ネットワークの活用イメージ 

PACS 

Admin 

LIS 
Input  
Tool 

Integrated  
Viewer  

Web  
Conferenc

e 

国立チプト病院  

① 

② 

③ 

⑤ 

CPOE 

Read 

②Read 
③Write(Memo) 
④Read Referral/Write Reply 

Face to Face Conference on cloud service(Using existing Service and 
device ) 

Dr. at  RSCM Dr. at  Tarakan  

DICOM QR 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Data Center 
Regional healthcare network  

cloud platform 

②Read 
③Write(Memo) 
④Write Referral 

④ Referral 

（Biz VPN） 

（VPN） （VPN） 

国立チプト病院に保存されている医療情報を共有するためには、日本の厚生労働省が推奨するSS-MIX標準化ストレージ
を採用致します(①②)。ネットワークで統合されたシステムでは、既に医療情報の参照が可能となっております(③④)。また、
Webカメラを併用することで遠隔医療にも活用していただけると期待しております(④)。 

SS-MIX means Standardized Structured  
Medical record Information eXchange.  
(Medical information exchange protocol) 

州立タラカン病院 

Gateway  
Server 
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少し細かい説明になりますが、今回のデータ連携方式は医療情報を扱う上での標準規約であるHL7をできるだけ活用するため、日本の厚生労働省が推奨しているSS-MIX標準化ストレージの規格を採用しております。SS-MIXで定義されているデータ交換の方式は、HL7に準拠している項目が多いこともあり、インドネシアの医療機関にとっても親和性が高いものでした。実際に国立チプト病院では、問題なく受け入れられシステム関連携に必要なSS-MIXストレージの構築は完了しております。チプト病院が自社開発したHISのデータベースから検査結果や患者情報、処方オーダなどを①SS-MIX形式に変換してゲートウェイサーバに格納しております。この情報がWebブラウザ上の②Integrated Viewer画面に映し出されますので、参照病院であるタラカン病院からの参照が可能となっております。画像につきましては国際標準規格のDICOM QRで連携しておりますので、こちらも問題なく連携を図ることができるようになりました。今後は、実際の運用シーンを増やしていっていただきながら、医師同士のコミュニケーションツールのご利用や⑤Webカメラ会議を利用した遠隔診療サポートもサービス開始できるようにしてまいります。患者様の過去の診療経過を正確に共有して頂けることで、現時点で最適な医療サービスの選択と提供が地域ぐるみで実施できるようになることが期待できます。今回のプロジェクトがインドネシアにおける地域医療ネットワーク活用の第一歩となり、今後も発展し続けるようにお客様とともに取り組んでまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
インドネシアと同じ島国である日本での事例や経験をうまく活用していただきながら、インドネシアの全域でより良い医療サービスの提供が実現できるよう、富士通はこれからもインドネシアの皆様とともに活動を続けてまいります。
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